
1

参天製薬株式会社

2006年3月期中間期 連結業績概要
2006年3月期通期 連結業績予想

2005年11月2日

取締役 常務執行役員 企画本部長

男澤 一郎



2

2006年3月期中間期 連結業績概要
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連結業績概要
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連結業績： 2005年7月決算発表時（7/29）予想との差異
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販売部門別 売上高 / 海外売上高

●海外売上高

●販売部門別 売上高
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国内 +37.5億円

[増収要因]

医療用眼科薬 ＋ 32.8億円

抗リウマチ ＋ 3.5億円

一般用医薬品 ＋ 1.8億円

[減収要因]

その他 ▲ 0.6億円

国内 +37.5億円

[増収要因]

医療用眼科薬 ＋ 32.8億円

抗リウマチ ＋ 3.5億円

一般用医薬品 ＋ 1.8億円

[減収要因]

その他 ▲ 0.6億円

04年9月中間期

実績売上高
450.8億円

04年9月中間期

実績売上高
450.8億円

05年9月中間期

実績売上高

497.8億円

05年9月中間期

実績売上高

497.8億円

+47.0億円+47.0億円

連結売上高：増減要因

医療用眼科薬 ＋ 2.0億円

受託製造 他 ▲ 3.6億円

抗菌 ▲ 2.7億円

角膜 ＋ 7.4億円

緑内障 ＋26.2億円

うち、ﾚｽｷｭﾗ ＋26.2億円

ｱﾚﾙｷﾞｰ ▲ 0.1億円

ｵﾍﾟｶﾞﾝ類 ＋ 2.9億円

その他 ▲ 0.9億円

抗菌 ▲ 2.7億円

角膜 ＋ 7.4億円

緑内障 ＋26.2億円

うち、ﾚｽｷｭﾗ ＋26.2億円

ｱﾚﾙｷﾞｰ ▲ 0.1億円

ｵﾍﾟｶﾞﾝ類 ＋ 2.9億円

その他 ▲ 0.9億円

国内医療用眼科薬国内医療用眼科薬

北米北米

医療用眼科薬 ＋ 7.1億円
うち、ﾄﾞｲﾂ + 1.8億円

うち、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ + 0.4億円

うち、ﾛｼｱ + 2.0億円

受託製造 他 ▲ 0.4億円

欧州欧州
海外 + 9.5億円

[増収要因]  

欧州 ＋ 6.8億円

ｱｼﾞｱ他 ＋ 4.3億円
うち、中国 ＋1.7億円
うち、韓国 ＋2.3億円

[減収要因]

北米 ▲ 1.6億円

海外 + 9.5億円

[増収要因]  

欧州 ＋ 6.8億円

ｱｼﾞｱ他 ＋ 4.3億円
うち、中国 ＋1.7億円
うち、韓国 ＋2.3億円

[減収要因]

北米 ▲ 1.6億円
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損益計算書要約差異 (1)

＜為替レート＞

04FY上期 05FY上期
US$ 109.44円 109.79円
Euro  132.51円 136.15円
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損益計算書要約差異 (2)

＜為替レート＞

04FY上期 05FY上期
US$ 109.44円 109.79円
Euro  132.51円 136.15円
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所在地別セグメント情報

(注) 海外売上高(仕向地別売上高)と区分は異ります(注) 海外売上高(仕向地別売上高)と区分は異ります

※1その他地域はアメリカ、台湾、韓国であり、主な売上高と費用は下記の通りです

売上高：台湾および韓国の医療用医薬品、費用：米国の医療機器の研究開発費

※1その他地域はアメリカ、台湾、韓国であり、主な売上高と費用は下記の通りです

売上高：台湾および韓国の医療用医薬品、費用：米国の医療機器の研究開発費
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貸借対照表

【主要変動科目】
●流動資産：現預金 ＋62億円、有価証券 ＋13億円、棚卸資産 ▲5億円

●固定資産：物流業務用土地・建物 ▲9億円

●流動負債：未払法人税等 ＋13億円

●固定負債：長期借入金 ▲6億円

●資本：〔増加要因〕中間（当期）純利益 ＋71億円、有価証券評価差額金 ＋8億円
〔減少要因〕配当金 ▲25億円
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キャッシュフロー計算書 要約

(注) 上記「現金等」には現金同等物を含んでいるため、貸借対照表の現金･預金とは一致しません(注) 上記「現金等」には現金同等物を含んでいるため、貸借対照表の現金･預金とは一致しません
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設備投資額/減価償却費/リース料

● 2006年３月期 設備投資 主要項目

・国内外工場設備、研究開発用機器の更新等

● リース料 2006年３月期 増加要因

・新点眼容器「ディンプルボトル」 製造ライン分
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2006年3月期 連結業績予想
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連結業績通期予想
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連結業績通期予想： 2005年7月決算発表時（7/29）予想との差異
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販売部門別 売上高 / 海外売上高予想

●販売部門別 売上高

●海外売上高
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国内 +39.9億円

[増収要因]

医療用眼科薬 ＋33.5億円

抗リウマチ ＋ 6.5億円

国内 +39.9億円

[増収要因]

医療用眼科薬 ＋33.5億円

抗リウマチ ＋ 6.5億円

05/3月期

実績売上高
926.9億円

05/3月期

実績売上高
926.9億円

06/3月期

予想売上高

980.0億円

06/3月期

予想売上高

980.0億円

+ 53.1億円+ 53.1億円 海外 + 13.2億円

[増収要因]  

欧州 ＋10.0億円

ｱｼﾞｱ他 ＋ 6.6億円
うち、中国 ＋ 3.1億円
うち、韓国 ＋ 2.8億円

[減収要因]

北米 ▲ 3.4億円

海外 + 13.2億円

[増収要因]  

欧州 ＋10.0億円

ｱｼﾞｱ他 ＋ 6.6億円
うち、中国 ＋ 3.1億円
うち、韓国 ＋ 2.8億円

[減収要因]

北米 ▲ 3.4億円

連結売上高：増減要因

医療用眼科薬 ▲ 0.2億円

受託製造 他 ▲ 3.2億円

抗菌 ▲ 3.2億円

角膜 ＋17.4億円

緑内障 ＋27.7億円

うち、ﾚｽｷｭﾗ ＋25.5億円

アレルギー ▲ 9.5億円

ｵﾍﾟｶﾞﾝ類 ＋ 4.7億円

その他 ▲ 3.6億円

抗菌 ▲ 3.2億円

角膜 ＋17.4億円

緑内障 ＋27.7億円

うち、ﾚｽｷｭﾗ ＋25.5億円

アレルギー ▲ 9.5億円

ｵﾍﾟｶﾞﾝ類 ＋ 4.7億円

その他 ▲ 3.6億円

国内医療用眼科薬国内医療用眼科薬

北米北米

医療用眼科薬 ＋10.2億円
うち、ﾄﾞｲﾂ + 2.8億円

うち、ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ + 0.7億円

うち、ﾛｼｱ + 3.3億円

受託製造 他 ▲ 0.2億円

欧州欧州
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損益計算書要約差異 (1)

＜為替レート＞

04FY実績 05FY予想
US$ 107.19円 109.90円
Euro    134.64円 135.57円
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損益計算書要約差異 (2)

＜為替レート＞

04FY実績 05FY予想
US$ 107.19円 109.90円
Euro    134.64円 135.57円
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所在地別セグメント情報

※1その他地域はアメリカ、台湾、韓国であり、主な売上高と費用は下記の通りです

売上高：台湾および韓国の医療用医薬品、費用：米国の医療機器の研究開発費

※1その他地域はアメリカ、台湾、韓国であり、主な売上高と費用は下記の通りです

売上高：台湾および韓国の医療用医薬品、費用：米国の医療機器の研究開発費

(注) 海外売上高(仕向地別売上高)と区分は異ります(注) 海外売上高(仕向地別売上高)と区分は異ります
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設備投資額／減価償却費／リース料

● 設備投資 2006年3月期 主要項目

・国内外工場設備、研究開発用機器、情報技術関連機器の更新等


